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大自然の中で爽快な汗!

2月18目、ピソ力遺跡歩<スキーコースで行

われだ、第11回ピリ力ふれあいスポ ツ交流会で

スター卜の合図と同時lこ一斉lこ滑り出す選手達。

記録|こ挑戦する選手や、コースと自然を楽し

む選手など、思い思いlこ美利河の大自然を満喫

していましだ。

〈



今
金
町
観
光
協
会

(
会
長
水
野
進
)
主

催
の
第
同
回
今
金
雪
ま

つ
り
が
、
今
金
小
学
校

向
か
い
の
ふ
れ
あ
い
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
凶
回
を
数
え

る
雪
ま
つ
り
、
ロ

月
に

実
行
委
員
会
が
組
織
さ

れ
実
行
委
員
長
と
な
っ

た
佐
藤
政
巳
さ
ん
を
中

心
に
会
議
や
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ハ
ム
太
郎

や
干
支
の

へ
ピ
な
ど
大

小
問
基
の
雪
像
が
会
場

内
に
立
ち
な
ら
び
、
ス

ベ
リ
台
の
あ
る
雪
像
に

は
子
供
た
ち
に
が
集
ま

り
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

同
日
の
オ

l
プ
二
ン

司、

第18田今金雪まつり
~Country Road~ 

ふれあい広場に 18基の雪像 2月10日・11日
， 

• • 

Jτ， 

a 

子今
供年
たも
ち各
で雪
い{象
つの
ぱス ーー
いベ ー

にA
loJ: 

ω"，，" 'it当iliヨP0'制旬、JIJ.， 
%酔Y酬が~， 'lJ九;h，1.i~: ¥1J j'{ 伊

「マギラワ司郎」の雪像前でマギー司郎さん
と記念撮影 迷路でヲイムトライアjレ。

一位にはプレイステーション2が
当たった

グ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
雪
像
引
渡
式

・

舞
餅
ま
き
や
今
回
の
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ

ー
の
原
画
を
作
成
し
た
、
今
金
中
学
校

美
術
部
の
伊
藤
広
子
さ
ん

・
上
回
円
香

さ
ん

へ
の
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。川

日

・
川
日
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
仮
装
歌
合
戦
や
プ
ロ
の

歌
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
北
槍
山
町

出
身
の
道
高
睦
子
さ
ん
、
明
子
さ
ん
親

子
が
会
場
内
で
熱
唱
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
目
玉
で
も
あ
る
マ
ギ

l
司

郎
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
は
多
く

の
観
客
が
集
ま
り
、
タ
ネ
を
明
か
し
な

が
ら
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
マ
ジ
ッ
ク

に
観
客
を
虜
に
し
て
い
ま
し
た
。

前夜祭には全ての雪像に魂入
れをしています

. . 
全日本紅白玉合戦

北方領土署名運動

雪上パ クゴルフ大会で悪戦
苦闘する参加者

• • 

〕。ι〔

ポスター制作者へ
記念品贈呈

氷点下の寒さの中熱唱する道高
親子(左睦子さん、右 明子さん)

ダ
I
テ
ィ
I
ワ
コ
ー
が
準
優
勝
!

第

5
回
平
成
雪
合
戦
槍
山
大

会

園田

雪
ま
つ
り
会
場
内
で
行
わ
れ
た

第

5
回
平
成
雪
合
戦
槍
山
大
会
に

は
、
管
内

4
町
か
ら
ロ
チ

l
ム
が

参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
金
町
か
ら
は

6
チ

I
ム

が
参
加
し
、
和
工
建
設
の
社
員
で

結
成
し
て
い
る
ダ

l
テ
ィ

l
ワ
コ

ー
チ

l
ム
が
準
優
勝
と
な
り
、

2

月
日
日

-m日
に
行
わ
れ
る
昭
和

新
山
国
際
雪
合
戦
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ダ

l
テ
ィ

l
ワ
コ

ー
チ
ー
ム
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

仮装歌合戦

せせらぎ ふれあい基金運動
(後志利別清流保護の会)

成績及び昭和新山国際雪合戦大会への出場

権を獲得したのは次の 4チームです。

。優勝厚沢部太鼓山(厚沢部町)

。準優勝ダーティ ワコー (今金町)

。 3 位 北槍山町役場 (北槍山町)

。4 位厚沢部真夏の雪合戦 (厚沢部町)

静剤

〕3
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設立40周年を迎え記念式
今金町商工会

2
月
げ
目
、
平
成
ロ
年

度
に
設
立
川
刊
周
年
を
迎
え

た
今
金
町
商
工
会
が
、
今

金
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
来
賓
・
会
員
含
め
関
係

者
約
1
0
0
名
が
出
席
し

記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
の
中
に
は
初

代
理
事
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
白
石
光
喜
さ
ん
も
元
気

な
お
姿
で
出
席
し
て
い
ま

し
た
。

-世田-回年周nHw 

an-守-u-設
晶
寓工商

美利河の山村留学生 2大会で優勝

美利酒小学校 4年

中山健太郎<ん

スキーを始めて

わずか 3年

山村留学生として平成10年 4月美利河小学校(校長 大口薫)に転校して

きた中山くんが、 2月11日に函館市の横津岳国際スキー場で聞かれた道

南スキー大会、翌12日に行われた今金ライオンズクラフ杯の 3・4年生

の部で見事優勝。

スキーで獲得したメダルを見せてく
れた中山くん。
他にも陸上や水泳で20個以上のメダ

ル獲得。

式
の
中
で
伴
会
長
が
式
辞
を
述
べ

「社

会
の
進
歩
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

行
し
、

I
T
産
業
時
代
は
既
に
突
入
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
利
用
し
、
も

っ
と
外
に
目
を
向
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
い
」
と
力
強
く
語

っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、

第

4
代
会
長
の
河
村
昭
夫
さ

ん
、
第

5
代
会
長
の
山
崎
繁
樹
さ
ん
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
対
し
伴
会
長

か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
村
本
町
長
、
檎

山
支
庁
の
高
崎
経
済
部
長
、
中
野
議
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長

式
終
了
後
、
引
き
続
き
祝
賀
会
が
行
わ

会

れ
、
狩
場
太
鼓

・
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

伴

踊
り
・
高
田
と
も
え
歌
謡
シ
ョ

l
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

感謝状の贈 呈

設立40周年記念事業として次の事業ガ行わ

れましだ。

【総事業費 6， 500， 000円】
・記念式・祝賀会 平成¥3年2月¥7日

.今金商工会史(小冊子)発行

・40周年記念大感謝事業

.公演事業「激ショ ーミレニアム

グッチ裕三&松居直美J

・大感謝祭事業(サマーフェア2000)

.生活支援事業「フ.レミアム付きあいし~ル台紙にて消費

者還元J

+2¥世紀カウントダウン事業

.商底街活性化事業

.人にやさしいまちづくり記念講

演会

.部分林育成継続事業

感謝状を受け取る第5代会長の山
崎繁樹さん

[4) 

第4代会長の河村昭夫さんの代理
として感謝状を受け取る妻の信子
さん

本町通りに大島、斉藤両氏が

日用品、乾物の販売庖を開庖

商后街が形成される

20名程度で親睦会的な商業組

合を設立(現商工会の前進)

商業組合法の規定により保証

責任今金地区商業組合を設立

戦時体制下、物資統制のため

商業組合を利別村配給統制組

合に組織変更(組合員92名)

終戦により利別村配給統制組

合を今金商業協同組合に改組

する

商工会の組織等に関する法律

制定で今金町商工会設立総会

開催(会員203名)

9月初日設立許可、発足する。

商工会青年部設立(部員37名)

産業会館新築落成

第 1回産業まつり開催

狩場太鼓保存会設立

商工会婦人部設立 (部員3¥名)

全槍山商工会野球大会優勝、

全道大会準優勝

今金町観光協会設立

商工会従業員住宅団地44戸落

成(商工団地)

商工会設立20周年

第 l回今金雪まつり開催

商工会設立30周年記念事業

今金スタンプ会事業開始 「デ・

モーレン今金」へ商工会事務

所移転

“くらしを応援する商品券"消

費拡大支援事業実施

商工会設立40周年記念事業実

施(現会員2¥5名)

商工芸のあゆみ

• ¥897年

• 19¥¥年

• 1914年

• 1937年• 

， 

• 

中
山
く
ん
は
鳩
玉
県
出
身
で
美

利
河
小
学
校
に
転
校
す
る
ま
で

は
、
一
度
も
ス
キ
ー
を
滑
っ
た
こ

と
が
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

「健
太

郎
は
ボ
|
ゲ
ン
で
滑
っ
て
い
る
期

間
が

1
ヶ
月
も
な
か

っ
た
。
初
心

者
は
普
通
恐
怖
で
股
が
引
け
ス
キ

ー
の
板
を
下
に
向
け
ら
れ
な
い
も

の
。
健
太
郎
は
と
に
か
く
ス
キ
ー

を
斜
面
の
下
に
向
け
た
が
り
教
え

る
方
が
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
」
と
担
任

の
榊
原
先
生
が
当
時
の
こ
と
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
月
に
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア

1

級
の
検
定
試
験
に
は

7
人
が
挑

み
、
中
山
く
ん
だ
け
が
合
格
し
更

に
自
信
を
つ
け
た
よ
う
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
の
は
、
水

球
の
選
手
だ

っ
た
父
親
譲
り
か

な
」
と
中
山
く
ん
は
話
す
。

2
月刊日

日
に
行
わ
れ
た

「ふ
れ

あ
い
ス
キ

l
大
会
」
に
は
、
歩
く

ス
キ

l
の
大
会
に
出
場
し
た
中
山

く
ん
。
こ
こ
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
強

さ
を
見
せ
、

2
位
に

8
分
の
大
差

を
つ
け
る
圧
勝
。
大
人
を
含
め
て

も
総
合
で

9
番
目
の
記
録
で
し
た
。

将
来
に
つ
い
て
、
中
山
く
ん
は

「イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る

よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
」
と
意

欲
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

• 1941年

• ¥947年

• 1960年

我が子の事のように喜ぶ里
親の宮越一夫さん

「
ス
キ
ー
を
始
め
た
頃
は
、
ス

キ
ー
を
履
く
の
も
や
っ
と
だ
っ

た
。
リ
フ
ト
脇
の
低
い
斜
面
で
も

な
か
な
か
上
手
く
滑
ら
れ
な
か
っ

た
の
に
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

「
ス
キ
ー
が
上
手
く
な
り
た
い
子

は
ぜ
ひ
美
利
河
小
学
校
に
」
と
語

る
宮
越
さ
ん
。

今
金
ス
キ

l
少
年
団

小
林
実
コ
チ
の
談
話

「
健
太
郎
が
ス
キ

l
少
年
団
に

参
加
し
た
の
は
、
平
成
刊
年
の
冬

の
こ
と
。
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
で
少

年
団
の
練
習
を
し
て
い
る
時
に
、

ち
ょ
く
ち
ょ
く
練
習
に
加
わ

っ

た
。
本
格
的
に
加
入
し
た
の
は
昨

シ
ー
ズ
ン
か
ら
で
、
め
き
め
き
カ

を
つ
け
て
い
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
滑

り
方
が
上
手
と
は
言
え
な
い
が
、

練
習
を
重
ね
滑
り
方
を
身
に
つ
け

る
と
更
に
タ
イ
ム
が
上
が
る
だ
ろ

う
。
と
に
か
く
負
け
ん
気
の
強
さ

と
、
怖
が
ら
な
い
の
が
健
太
郎
の

良
い
と
こ
ろ
」
と
小
林
コ

l
チ
が

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

• 1966年

• ¥971年

• 1972年

・1973年

• ¥974年

・¥975年

• • 
• 1980年

・1984年

• 1985年

・¥993年

• 1999年

• 2000年

槍
山
管
内
教
育
実
践
表
彰
を
受
賞

今
金
町
立
今
金
幼
稚
園

2
月
日
目
、
江
差
町
の

「ホ
テ

ル
ニ
ュ

l
え
さ
し
」
に
お
い
て
、

平
成
ロ
年
度
槍
山
管
内
教
育
実
践

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
金
幼
稚
園

(
園
長
坂
本
孝
子
)
が
檎
山
教

育
局
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

檎
山
管
内
教
育
実
践
表
彰
は
北

海
道
教
育
庁
櫓
山
教
育
局
長
が
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
い

て
、
特
に
顕
著
な
研
究
ま
た
は
実

践
活
動
を
行

っ
て
い
る
個
人
・
団

体
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
度
は
今
金
幼
稚
園
を
含
め

5
団

体

1
個
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た。
今
金
幼
稚
園
は
毎
年

「こ
く
ま

ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
教
師
と
母
親

が
協
力
し
あ
い
交
通
安
全
指
導
を

進
め
て
い
ま
す
。
町
内
約
1
0
0

ケ
所
に
飛
び
出
し
防
止
を
目
的
と

し
た
足
形
の
設
置
や
、
親
子
で
街

頭
指
導
を
行
い
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す。
子
育
て
支
援
「
に
こ
に
こ
ク
ラ

フ
」
の
活
動
で
は
、
町
内
の
満
1

歳
児
か
ら
の
在
宅
親
子
を
対
象
に

子
育
て
を
楽
し
む
母
親
を
増
や
す

こ
と
を
目
的
に
、
若
い
母
親
に
子

供
へ
の
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
文
部
省
の
指
定
を

受
け
た
満
3
歳
児
入
園
の
取
組
で

は
、
園
児
3
名
を
受
け
入
れ
幼
稚

富
生
活
に
お
け
る
望
ま
し
い
発
達

の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
深
め

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
槍
山
教

育
局
長
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

街
頭
で
ド

び
か
け
る

ラ
イ
パ
l
に
安
全
運
転
を
呼

「こ
く
ま
ク
ラ
ブ
」

〕RU
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ボランティアに強い味方

2
月
2
目
、
昨
年
7

月
に
「
町
の
福
祉
の
た

め
に
」
と
、
川
村
正
夫

さ
ん
と
旧
今
金
日
石
株

式
会
社
か
ら
の
寄
付
金

で
購
入
し
た
軽
四
輪
車

の
キ

I
が
、
高
齢
者
共

同
生
活
施
設
「
せ
せ
ら

ぎ
」
に
お
い
て
高
畑
保

健
福
祉
課
長
か
ら
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ン
ク

「
ひ
ま
わ
り
」
の
川
島

種
子
代
表
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

軽
四
輪
車
は
ワ
ン
ボ

ッ
ク
ス
タ
イ
プ
で
、
後

として出せないの?「ごみ」えっ、
家庭用テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンはリサイクル|こ!

平成13年4月 1日から「家電リサイクル法Jが始まり 、今まで「ごみ」として出して

いた家庭用のテレビ・冷蔵庫・洗濯機 ・エアコンは 「ごみ」として出せなくなります。

家 庭 用 テ レ ビ ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを

破棄するときはどうしたらいいの?

部
左
座
席
は
リ
モ
コ
ン
操
作
で
座

席
が
回
転
し
昇
降
す
る
こ
と
が
で

き
、
足
が
不
自
由
な
方
は
段
差
が

な
い
た
め
乗
り
降
り
が
容
易
に
で

き
ま
す
。
「
ひ
ま
わ
り
」
の
会
員
は

早
速
操
作
方
法
や
試
運
転
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

範
囲
が
一
層
広
が
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
同
施
設
に
は
車
よ
り

一

足
先
に
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
も
同
寄

付
金
で
購
入
さ
れ
て
お
り
、
毎
日

楽
し
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
蕎
麦
*
つ
く
り
」
に
挑
戦
!

八

束

小

学

校

2
月
3
目
、
体
験
学
習
を
通
じ

地
域
の
お
年
寄
り
と
交
流
を
深
め

る
た
め
、
八
束
小
学
校
(
校
長

本
庄
康
平
)
の

5
・
6
年
生
の
児

童
同
名
が
蕎
麦
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
吹
雪
で
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
は

4
名
し
か
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
児
童
逮
は
熱
心

な
指
導
を
受
け
な
が
ら
蕎
麦
づ
く

り
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
蕎
麦
で
会
食
を
楽
し
ん

だ
全
校
児
童
と
老
人
ク
ラ
フ
、
い• 

， 

• 

似ているけど、これは「ごみJ
リサイクルj去の対象外となるもの

液晶テレビ・プロジェクションテレビ・

パソコンモニター・監視用モニター・ビ

テeオデッキ・テレビ台・業務用エアコン

と室外機・埋込型エアコンと部材・冷凍

庫・冷凍ストッカー・業務用に製造した

冷凍冷蔵庫・衣類乾燥機

[これらの電化製品は今までどおり「こ

み」として処理することになります。]

リサイクル法の対象となるもの

フラウン管式テレビ・ VTR内蔵テ

レビ・エアコンと室外機(壁掛、床

置、ウインド型)冷蔵庫・ 冷凍冷蔵

庫 ・ワインセラー・全自動洗濯機・ 2

槽式洗濯機・ホームランドリー

[これらの電化製品は「ごみ」として

処理が法律で禁止されます。]

豊
寿
園
の
避
難
路
確
保

「
ひ
ま
わ
り
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

「
ひ
ま
わ
り
」

(
代
表
川
島
穂

子
)
が
、
1
月
幻
日
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム
豊
寿
園
(
園
長
吉
田

諭
)
の
避
難
路
確
保
の
た
め
除
雪

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

除
雪
作
業
は
、
「
ひ
ま
わ
り
」
に

団
体
と
し
て
登
録
し
て
い
る
役
場

野
球
部
の
部
員
日
名
で
、
利
用
者

が
災
害
時
等
に
避
難
で
き
る
よ
う

設
置
し
て
あ
る
、
す
べ
り
台
付
近

っ
そ
う
交
流
が
深
ま
っ
た
よ
う
で

す
。

-E棟割問四曜講置E・E・-
①購入先が分かっている場合は、購

入した販売応に引き取りを依頼す

ることになります。

②購入先が分かっていても転勤など

により近くに販売庖がない場合

や、購入先が不明な場合は次の 4

ヶ所に引き取りを依頼することに

なります。

・リサイクル料金l + 販売応が決めた収
集運搬料金を支払
います・今金町ではこの4ケ所

.山崎商会(82-0136)

.テーオー今金ショッピ:ゲアヲザ (82-2111)

eAJ-7"いまかね庖(82-0851) 

.ホンマ電気商会 (82-0634)

購入する販売庖に破棄する家

電製品を引き取りを依頼するこ

とになります。

zg料金を、 、

の
除
雪
及
び
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作

業
な
ど

2
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

第11回ピリ力ふれあいスポーツ大会
町内外から 44 1人集う

¥ • • 
/ d 

日本通運(株)今金営業所

目立・ 三菱・ 三洋・シャ

ープ・ソニー・アイワな

どの製品

④ 

自
(有)ヤスニシ商会

松下・東芝 ・ビクターな

どの製品

2
月
刊
日
日
、
第
日
回
ピ
リ
カ
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら

4
4
1
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に

1
6
4
人、

ス
ノ

l
ボ

l
ド
に

9
人
、
歩
く
ス

キ
ー
に

2
6
8
人
が
参
加
し
ピ
リ

カ
の
白
銀
を
舞
台
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

(
今
金
町
選
手
の

1
位
の
み
)

ム
H

歩
く
ス
キ

l

距
離
8
キ
ロ

(
記
録
に
挑
戦
)

・
小
学
生
男
子
の
部

中
山
健
太
郎

・
高
校
生
男
子
の
部

佐

藤

大

吾

・
高
校
生
女
子
の
部

堺

理

江

子

・

ω歳
以
上
男
子
の
部

水

野

信

義

食
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

-
小
学
生
3

・
4
年
女
子

鈴

木

る

な

・
小
学
生

5
・
6
年
男
子

伊

藤

達

哉

女
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

・

一
般
男
子

伊

藤

弘

樹

ーーーーー~l防童話国ìßJ!Kiïl謂E若当園長国圃圃圃園

運搬する前に最寄りの郵便局へ行

きリサイクル券に必要事項を記入し

リサイクル料金を支払いリサイクル

券の写しを家電製品に貼ります。

自分でメーカーが指定する指定取

引所に運搬し引き取ってもらう o

排出者(消費者)

〆 、

〆今金郵便局

I [ココココi 種川郵便局

In巴|花石郵便局

、24で

取扱郵便局

リサイクル料金を郵便局で支払い
家電製品にリサイクル券を貼る

〕nb
 

〔

※記述のないメー力の製品は販売庖か北部稽山衛生
センタ一組合(86-0 0 7 0)1こご相談ください。

〕7
 

〔



八雲町 l 
~静か恕山峡の湯宿-
《町曽温泉おlまこ荘》

怒い冬も体の芯から温まる温泉は応前で
すね。
心と体をいやし リフ レツンユしてみま

せんか@
・ 日師り入出料/ 大人~GO円 ・大人 (ql学生)
310円・中人[50ドl'小人 鑑料

・宿泊料/ ・大人~. 050円ー大人(，ド学生)
~ . 800円中人;，i，:180円小人1.S.iO円

※11月!日-4月30日の問は相Ji圭暖房料
として310円が加目されます.

・お問い合わせ先/八雲町商工観光労政課
801376-2-2111 内組制2
・予約/町世温泉おぼこ担 801376-3-3123

園薗---圃，

No.35 

(新成801378-6-02日)

]リドー凡交涜ネットワーワ崎報

文戚町
国民宿舎『あわび山荘』
貝取制渓谷の雄大な自然に抱かれている

ようなおもてなし 温泉と長時しい郷土料

理で、心も I~もゆっ た り とり ラックスでき

(あわぴ鍋などの特別料理もあり ます。)

-ぉ!!¥]い合わせ先/あわび山荘

~OI :l98- ト日22

(;りÎlí~BOI ::I7S-(j-O 155) 

木村消触さん
I 

るひとときをお約束します。

所/大成町字貝取澗

-宿泊料/7.100ドl

-堀

熊石町
ひらに恕い温泉おわびの湯
「あわびの里 措石j のテーマ航的施設

「あわびの拐J ロピ←g~而や描槽などをアワ

ビにこだわった机良です。古い漁京を再現

した囲炉患のあるi*!if!所では、新鮮なおJ.I'

司も賞味いただけます.

・営業時間/午前9時~午世 9lI~f 

(句中無休)

・入描料/大人目O円、小人200円

・お問い合わせ先/ひらたない荘

| 長万部町
1-長万部町ポイントガイド~

.学習支1t包ンター.
5万冊以上白件需類 2千本以上のビデ

オテープを豊富に揃えた問書館やAV宝
応新設備を持る多目的ホールを耐えていま
す。
図也館は。無料となっていますのでお立

ち容りくださいー
・均 所/温泉町(センタ一通り)
・時間/午前1C時~午後6時

〔日明日は午佳5時まで]
圃休館日/月曜日、祝祭日

(ただし 文化の日は除く)
[お問い合わせ先1
学習文化センタ 801:177-2-57:)7 

• • 

⑨
⑩
⑧
⑩
⑮
⑧
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岡
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事
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I

u

u

レ

は

酬

側
聞

SAm
銅山

年

史

市

つ

日

間

肺

削

-
，
山
山
惜
』

引

年

同

に

如

、

せ

〆

内

2''・
叩

拍

出

霞

吹

で

わ

1
先

盲
目
阿

ロ

;
た

明

叫

部

明

白

川

寸

目

当

ほ

し

非

同

H
す

い

川

仁

、g
後
由
品

切

録

後

四

す

汀

ま

酢

い

か

紀

町

町

記

紀

南

ま

り

お

/

い

信

網

棚

阿

川

同

聞

社

間

口

川

明

問
調

n
i

h
恥

2
ιm
u
;
レ
此

・

恥

f-ー
ー

友
枝
さ
ん

十

一
月
十
九
日
、

に
、
い
ま
か
ね
こ
う
と
う
よ
う
こ

が
つ
こ
う
で
、
が
つ
こ
う
さ
い
が

あ
り
ま
し
た
。

一
ね
ん
せ
い
の
げ

き
は
、
は
な
さ
き
や
ま
と
い
う
も

の
が
た
り
を
や
り
ま
し
た
。
わ
た

し
の
や
く
は
、

「そ
よ
」
と
い
う
お

ん
な
の
乙
で
し
た
。
お
に
い
ち
ゃ

ん
の
や
く
の
こ
う
じ
く
ん
が
、
じ

ぶ
ん
の
き
も
の
を
か
つ
て
も
ら
う

の
を
が
ま
ん
し
て
、
そ
よ
に
き
も

の
を
か
つ
て
や
る
は
な
し
で
し

た
。
わ
た
し
は
、
せ
り
ふ
を
わ
す

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
え
の

ド
ア
の
と
こ
ろ
を
は
い
る
え
ん
ぎ

日
ょ
う
日

を
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

お
も
い
ま
し
た
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
き

も
の
は
、
い
や
だ
と
お
も
っ
た
け

ど
、
が
ま
ん
し
て
き
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
う
え
で
、
と
も
だ
ち
と

あ
そ
ぶ
ば
め
ん
が
た
の
し
か
っ
た

で
す
。
わ
た
し
は
、
き
れ
い
な
き

も
の
を
き
た
お
ん
な
の
こ
が
し
た

い
と
お
も
い
ま
し
た
。
げ
き
が
お

わ
っ
て
、
お
き
ゃ
く
さ
ん
に
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
う
ま
い
と

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は

一
ね
ん
せ
い
の
げ
き
が
う
ま
い
ね

と
い
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
せ
ん
せ
い
が
た
は
、
な
み
だ

を
な
が
し
て
い
ま
し
た
。

一
ね
ん

せ
い
の
げ
き
は
、
と
っ
て
も
た
の

し
か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。
こ
ん

ど
、
げ
き
「
は
な
さ
き
や
ま
」
を

や
る
と
き
は
、
ゅ
う
と
く
ん
が
や

っ
て
い
た
「
や
ま
ん
は
」
を
や
り

た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。

現
場
実
習
に
行

っ
て

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

生
活
家
庭
科

二
年

小
坂
卓
広
さ
ん

僕
の
実
習
先
は
、
芳
賀
農
園
で

し
た
。
仕
事
の
内
容
は
、
カ
ブ
の

収
穫
、
芋
拾
い
、
箱
詰
め
、
草
切

り
、
草
取
り
、
小
屋
の
掃
除
、
芋

畑
の
草
集
め
を
し
ま
し
た
。
失
敗

し
た
こ
と
は
葉
つ
ば
を
取
り
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
注
意
さ
れ
た

J 
雇用保険制度が大きく変わります

にことご330

こ
と
は
遅
刻
し
て
芳
賀
さ
ん
に
注

意
さ
れ
ま
し
た
。
悪
か
っ
た
点

は
、
作
業
服
を
一
日
し
か
洗
濯
を

し
な
か
っ
た
こ
と
。
話
を
き
ち
ん

と
聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
時

間
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
。
仕
事
の
ペ
ー
ス
が
遅
い
こ

と
。
分
か
ら
な
い
時
に
勝
手
に
仕

事
を
進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
。
こ

の
5
つ
が
悪
か
っ
た
点
で
し
た
。

良
か
っ
た
点
は
、

一
生
懸
命
働

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
て
い
ね

い
に
仕
事
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

僕
の
目
標
は
落
ち
着
い
て
話
を

聞
い
て
取
り
組
む
。
分
か
ら
な
い

時
は
す
ぐ
聞
く
で
す
。

2
っ
と
も

守
れ
て
い
な
い
時
が
あ
り
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
は
話
を
聞
い
て
行
動

を
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

落
ち
着
い
て
普
段
か
ら
勉
強
を
取

り
組
ん
で
行
き
、
人
の
話
が
聞
け

る
よ
う
に
し
ま
す
。

3月は道税の納税推進強調月間です

経済社会の変化や働吉方の多様化に対応し、早期再就職を支援するため

に十分な役割を果たしていけるよう、雇用保険制度が変わります。

【改正の要点]

l 基本手当の給付体系が変わります.

離臓の日が平成13年4月 i日以降である方については、 「一般の離脱

者」であるか「倒産、解雇等により離職した者j であるか般職理由によ

り、給付日数が異なることになります固

2 雇用慌険被保険者離職証明書等の様式が変わります。

平成 13年4月から、離職理由をより正確に判断するため機式が変更さ

れます。

3 丙就職手当の給付額が変わります。

離臓の日が平成13年4月 I日以降の日である受給資格者については

再就職手当の支給額の算定方法が変更されます。

4 育児休業 介護休業給付の率が変わりました。

平成13年 l月以降給付率が、休業前賃金の'10克(旧25%)に引き上げら

れました。

5 原用保険料率が変わりますB

平成 13年 4月以降の期間に係る保険料から、保険料率が原則 15.51 

1.0ω(労働者負担6/1.000 事業主負担9.5/1. 000)となります。

6 パートタイム労働者、 登録型派遣労働者の適用用件等が変わります。

7 教育訓練給付の支給上限額が変わりました。

平成13年 l月以降に受講する教育色縦講座から支給上限額が30万円にな

りました@

詳 しくはお近くの公共職業安定所(ハローワ ク)にお問い合わせ下さ
しミ。

-函館公共職業安定所

.八雲出張所

.江差出張所

道では、3月を道税の納税推進強調月間として

滞納監理を実施します。

まだ、納められていない方は、至急納税されます

ようお願いします。

道税は、道がいろいろな仕事を行うための政重

な財源です.納税にご協力ください。

納税についてのご相談は、柏山支庁総務部税務

課納税係にお問い合わせください。

301395-2-1010 内線2361

また道税に関するお問い合わせは、道税のホー

ムページでもお受けしております。

消費税及び地方消費税は必す‘期限内納
付を 1

消費税及び地方消費税は、「消費者からの預か り

金」とも言える税です.

定められている期限までに、申告・納付をお願い

します。

※期限内に納付できない事情のある場合は、 お早

めに税務署にご相談ください。

詳しいお問い合わせは、八雲税務署総務疎管理

徴収担当 301376--3--2148

(h t I p: / /www. pref. hokka i do. jp/soumu/sm一日imu/) 

• • 
平成 13年度後志利別川河川愛護モニターを募集

困館開発建設部では、後志利別川!の河川整備、河川利用又は河川|環境に附す

る地域の方々の要望を十分に把握し地域とのiilllt~をさらに進めるため河川愛

護モニタ をしていただける方を次によ り募集いたします。

・活動内容
モニターは、日'，<;;"の生活の範囲内で知り得た情報を河川管理者に伝えること

を主な業務とするものです。

・活動範囲

後志利311川トマンケシナイ川合流点上流から上ハ力イマップ川合流点上流ま

で。

・応募資格

後志利別川に接する機会が多く 、又は河川愛Ki&に関心を持つ、満20蔵以上の

方。

.募集人員、任期

募集人員は l名。任期は平成13年 4月 l日から平成1'1年 3月31日までです。

・応募方法

平成13年 3月16日まで官製はがき又はファックスに次の事項を記入のうえご

応募ください。

.氏名年齢性別 ・住所電話番号 ・職業/所属する団体等があればその

組織名と役職/これまでに自治会等の地域に密着した活動への参加経験/応募

理由、後志利別川の感想、要望など/過去の河川愛能モニタ の経験

・応募、問い合わせ先

0函館開発建設部今金河川事業所

干049-4308 瀬棚郡今金町字今金414-7

TELO 1378-2-00'11 1ドAXOI378-2-2164
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母子福祉資金を受付いたします

母子福祉資金は母子家庭の方を対象とした北海道

の貸し付け制度です。

対象となるのは、平成13年 4月から進学 ・進級及

び就職される子どもさんをお持ちの方で、受付は 3
月から随時行なわれます。

貸付額は次のとおり。

育資金の種類及び貸付額

・就学支度資金

O高校 公立

私立

O大学 ・専修

公立 37万円以内

私立 38万円以内

・就学資金 (月額)

0高校公立 i万 6千円以内

私立 2万 8千円以内

公立 4万 l千円以内

私立 4万 9千円以内

公立 4万 l千円以内

私立 4万 9千円以内

公立 4万円以内

私立 4万 9千円以内

・就職支度資金 10万円以内

・修業資金 (月額) 5万円以内

食償還

卒業後6カ月据え置きで利子は 3%文は無利子、

期間は 3年から20年以内。

現在、貸付を受けている方も引き続き手続きが必

要です。必要書類その他詳しくは 「役場町民課町民

係Iまでお問い合わせください。

7万 5千円以内

23万円以内

0短大

0専修

国保の退職者医療制度のご案内

退職者医療制度は、長い閉会社などに勤めてい

て退職し、年金を受け取るようになった方とその

被扶養者に対し、医療費の一部負担を軽減する国

民健康保険の制度です。

[対象となる方]

次の条件にすべてあてはまる人とその被扶養者

が対象となります。

①国民健康保険に加入している方

②老人保健制度の適用を受けていない方

③厚生年金や共済組合の老齢年金を受けていて、

その年金制度に20年以上加入している方、または

40歳以降に 10年以上加入している方。

[医療機関にかかるとき]

国民健康保険退職被保険者証を医療機関の窓口

で提示して診療を受けます。

また、窓口で支払う一部負担金は次のとおりで

す。

区
退職被保険者(本人)

被扶養者(扶養家族)

[届出に必要なもの]

退職者医療制度の資格は、年金受給機が発生し

た日からとなります。年金証書を受け取ったら、 14

日以内に届出をしてください。

届出に必要なものは、国民健康保険の保険証と

年金証書です。

なお、 制度のくわしい内容 ・ご不明な点などは、

役場内町民課年金係、 「としべつ」内保健領祉諜国

保係へおたずねください。
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目症戦傷病者の皆さまへ技能者講習会(再教育)受講者の募集
建設業労働災害防止協会江差分会では、労働災害の防止

に一回の充実を図るため、次のとおりI司教育締習を開催し
ます.
この再教育講習は、技能講習(又は同教育ßII~~I) 終了後、

概ね 5;1'以内毎に当該教育を受制するよう義務づけられて
おりますので、該当者はこの機会にもれなく受1持するよう
にして下さい。
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対
ご 内閣総理大臣名の暫状及び銀杯が贈呈されます

厚生労働省では、次のブJを対象に、内閣総理大臣名の:，g

状及び銀杯を贈呈しています.

【対象者となる方】

次のいずれかに該当する方であって、平成12年4月i日

以前において、旧軍人文は旧準m人としての公務上の傷病

等に係る年金たる恩給等の給付を受けたことがない方

① 平成12年4月I日において、戦傷病者特別援護法によ

る戦傷病者手帳の交付を受けている第1目症から第4目

症の障害を有する方

② 平成12年4月2日以降、平成13年3月31日までの問に、

新たに第 I目症から第4目症の|寝害を有すると認められ

た方

請求期限

請求窓口
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平成13年 3月31固まで

北海道保健縞祉部保護課

BOII-23H111 (内25-819)

。足場の組立作業主任者能力向上(定期)教育講習
.日 時/4月18日(水)午前 911寺~午後 5時20分
.受講料/8，600円

。車両系建設機械(整地・運般 ー積込用及び掘削用)運転業
務従事者安全衛生教育講習
.日 時/4月19日(木)午前9時~午後4時20分
.受講料/8，130円

。玉掛業務従事者安全衛生教育講習
.日 時/4月20日(金)午前9時~午後3時20分
.受講料/旦 000円

.その他
.会 場/ホテルニューえさし(江差町字新地問T52)
.定 員/各講習 10 0名
.申込期限/4月10日(火)まで。定只になりしだい締め
切り。

・お問い合わせ お申込みは
江差分会(楢山建設協会内 BOI395-2-1813) 

はコ，也、

今金高等養護学校生徒会

フラワ一光の箱

今金仙1¥'ー友の会「すずらんJ
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日本判1卜教団利別教会
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社会教育
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も
、

誰

で
も
が
、

間

同
巴

町
の
歴
史

や

自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

点
一
耐
]

e

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

日
日
目
畑山

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ

う
。

子
供
達
の
未
来
の
た
め
に

毎
日
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
社
会
情
勢
、
数
多
く
の

情
報
が
飛
び
交
う
現
代
社
会
の
中

で
、
将
来
を
担
う
子
供
達
は
ど
の

よ
う
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

子
供
向
士
の
会
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
の
こ
と
、
ま
た
報

道
番
組
で
は
幼
少
の
頃
か
ら
受
験

戦
争
に
向
か
っ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
わ
れ
、
部
屋
に
こ
も
り
が
ち

a刈
同
月
』
J
4寸
寸

F

J

/

〆
i

h丑

乏
-

1

11

一一←一一
な
姿
が
想
像
で
き
、
家
族
や
友
達

と
触
れ
合
う
機
会
が
減
少
し
て
い

る
の
は
事
実
で
す
。

若
い
親
に
よ
る
幼
児
虐
待
や
成

人
式
で
の
自
己
中
心
的
な
態
度
に

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
的

ル
l
ル
に
反
す
る
事
件
が
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
幼
少
年
期

の
日
常
生
活
に
あ
る
と
考
え
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
環
境
の
中
で
親
の
愛
情
を

受
け
、
様
々
な
場
面
で
の
団
体
行

動
を
通
じ
て
よ
い
こ
と
と
惑
い
こ

と
の
区
別
や
他
人
へ
の
思
い
や
り

を
持
つ
心
を
育
て
る
た
め
に
、
大

人
は
子
供
を
理
解
し
て
自
立
し
自

ら
考
え
る
こ
と
を
身
に
付
け
る
た

め
の
教
育
が
重
要
で
す
。

将
来
へ
の
希
望
が
た
く
さ
ん
詰

っ
た
子
供
達
の
持
つ
純
粋
な
心
を

大
人
の
手
で
傷
つ
け
る
こ
と
な
く

守
り
続
け
、
育
て
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

lztZ三忽gt筒罪認Z探 J累計三男1
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1人での憧そらしは高齢
には危険が伴うので、

2人 1組で行うと回避で
きる。 お尻合わせで相手
とのスキンシップにも。
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食べたものを報告す
ることで、自分の食
生活を掘り遅る。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

l
三
四
八
八

る番喜~毛J語翻

フ
ク
ロ
ウ
貯
炭

式
ス
ト
ー
ブ(

安
政

3
)
年
に
箱
館
奉
行

の
2
人
の
役
人
が
、

入
港
中
の
イ
ギ
リ
ス

船
で
使
っ
て
い
た
ス

ト
ー
ブ
を
見
て
、
こ

れ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て

函
館
の
鋳
物
職
人
に

〈文化財探訪5'7)

1
4
n
k
U
F
O
P
O
 

わ
た
し
の
生
涯
学
習

「ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間
づ

つ
く
ら
せ
た
の
が
国
産
ス
ト
ー
ブ

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
中
頃
か
ら
は
薪
ス
ト
ー
ブ

が

一
般
的
で
石
炭
は
ま
だ
普
及
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
正
時
代

に
な
り
、
石
炭
の
煤
煙
や
粉
塵
を

減
ら
す
研
究
が
熱
心
に
行
わ
れ
、

こ
の
成
果
が
貯
炭
式
ス
ト
ー
ブ
で

す
。
こ
の
ス
ト
ー
ブ
の

実
現
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
学
校
・
駅
・
工
場

等
に
使
用
さ
れ
て
い
た

石
炭
ス
ト
ー
ブ
は
昭
和

は
じ
め
頃
よ
り

一
般
住

宅
の
部
屋
の
中
で
使
わ

広
げ
よ
う
!
ふ
れ
あ
い
運
動

ー
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に

去
る

2
月
9
日
(
金
)
、
札

幌

市

れ

あ

い

運

動

5
つ
の
実
践
』
が
あ

に
お
い
て
、
北
海
道
・
東
北
地
区
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
人
と
人

青
少
年
健
全
育
成
活
性
化
方
策
研
と
の
ふ
れ
あ
い
や
関
係
づ
く
り
の

究
協
議
会
(
内
閣
府
・
青
少
年
育
第
一
歩
と
な
る
挨
拶
や
声
か
け
を

成
国
民
会
議
・
北
海
道
・
北
海
道
通
し
て
対
話
や
交
流
を
深
め
、
子

青
少
年
育
成
協
会
主
催
)
が
開
催
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見

さ
れ
、
地
域
で
育
成
活
動
の
中
核
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
言
い

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
た
換
え
れ
ば
、
J

冗
気
で
身
近
な
地
域

ち
が
集
い
、
よ
り
良
い
地
域
活
動
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
H

や
育
成
運
動
の
方
策
を
探
ろ
う
と
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ど
も
た
ち
に
は
体
験
や
行
動
が
大

H

地
域
く
る
み
の
子
育
て
支
援
u

き
な
道
し
る
べ
に
な
る
こ
と
が
多

H

大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
い
も
の
で
す
。
大
人
自
身
が
お
手

変
わ
る
d

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
本
と
な
っ
て
粘
り
強
く
声
を
か
け

固
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
続
け
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
心

た
。
そ
れ
だ
け
社
会
全
体
の
問
題
を
開
い
た
り
、
地
域
と
の
結
び
付

と
し
て
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
を
強
め
た
り
す
る
き
っ
か
け
に

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
な
る
は
ず
で
す
。

が
、
い
ざ
行
動
に
移
そ
う
と
し
た

時
に
は
、
何
を
ど
う
す
る
?
子
ど

も
た
ち
に
ど
う
関
わ
る
つ
な
ど
の

疑
問
が
沸
き
上
が
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
運

動
に
広
が
り
が
持
て
ず
尻
す
ぼ
み

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
問
題
行

動
ば
か
り
に
話
題
が
行
き
着
い
て

し
ま
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

幸
い
に
し
て
、
今
金
で
は
『
ふ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
写
真

は
、
鋳
物
製
貯
炭
式
ス
ト
ー
ブ
で

フ
ク
ロ
ウ
と
い
う
商
品
で
す
。

平
成
8
年
よ
り
掲
載
し
た
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
今
月
号
を
も
っ
て
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月

号
か
ら
は
新
し
い
連
載
を
し
ま
す
。

〕nt
 

1
 

〔

く
り
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
」

と
、
話
し
て
く
れ
た
斉
藤
忠
さ
ん

(
御
影
)
を
紹
介
し
ま
す
。
斉
藤
さ

ん
は
、
今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

を
始
め
と
し
た
数
々
の
団
体
で
、

持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
員
と

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
若
手

の
選
手
と
対
等
に
肩
を
並
べ
、
大

人
気
な
く
剥
き
に
な
っ
て
し
ま
う

場
面
も
た
ま
に
あ
り
ま
す
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
異
年
齢
で
楽
し

め
る
か
ら
こ
そ
互
い
に
心
を
打
ち

• • 
ふれあい運動 5つの実践

o 0 0 0 0 
叱教ほ聞 声
つ えめ い を
ててててか

あああああけ
げ げげげげて
よよ よよよ
つつ つつつ

開
け
れ
る
の
で
は
」

れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
健
康
を
意
識

す
る
人
、
仲
間
づ
く
り
や
ふ
れ
あ

い
を
求
め
て
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
気
持
ち
を
も
っ
た
人
達
が
集
ま

っ
て
自
然
と
輸
が
で
き
る
も
の
で

す
。
そ
の
魅
力
を
、
こ
れ
か
ら
の

子
供
達
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
斉

藤
さ
ん
を
始
め
と
す
る
、
今
金
町

の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
様
々
な
場

面
で
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
何

ご
と
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

と
話
し
て
く

、‘，，

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

討

【

Z
R
-

W

4
日
(
日
)
青
年
婦
人
合
同
文

試

化
祭

刊

∞

町
民
セ

話

ン
タ

l

電

4
日
(
日
)
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス

昏

大
会

9

∞

総

合

体

持

育
館

副

4
日
(
日
)
第
羽
田
町
民
歩
く

閤

ス
キ

l
の
集
い

凶

∞

夜

ピ
リ
カ
遺
跡
コ

l
ス

滑

川
日
(
土
)
合
同
町
民
学
級
並

刈

び
に
い
き
い
き
学
園
講
演

卸

会

同

∞

町

民

セ

ン

不

タ
l

，、

川

日
(
日
)
ピ
リ
カ
遺
跡
保
存

札

整
備
委
員
会

内
・
∞

で

と
し
べ
つ

香

川
日
(
日
)
職
場
対
抗
バ
ド
ミ

。

ン
ト
ン
大
会

9
ω
日

総
合
体
育
館

3

H
日
(
日
)
親
子
映
画
館
ラ

一

イ
オ
ン
キ
ン
グ
E

U

2

m
町
民
セ
ン
タ
ー

;

同
日
(
金
)
1同
日
(
日
)
檎
山

批

管
内
文
芸
作
品
展
と
し

民

べ
つ

談

(
日
)
今
金
サ
ロ
ン

7
y
栂

ト
ボ

l
ル
大
会

9
ω
の

総
合
体
育
館

ぽ

(
日
)
郵
便
局
年
金
友
の

M

会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

心

9
ω
総
合
体
育
館

い

叫

18 
日

25 
日



べ
ッ
ト
に
つ
い
て

在
宅
介
態
と
い
う
と
ベ

y
ト
の

導
入
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
ご

本
人
の
身
体
機
能
や
家
屋
構
造
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
逆
に
布
団
の

ほ
う
が
適
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。ベ

ッ
ト
の
長
所

・
短
所
を
確
認

し
生
活
に
合
っ
た
寝
具
を
選
び
ま

し
ょ
》
つ
。

べ
ツ
ト
の
E

田
町
と
短
所

長

所

①
自
立
し
た
動
作
を
し
や
す
い
。

②
介
護
動
作
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る。

③
様
々
な
姿
勢
が
取
れ
る
。

短

所

①
場
所
を
取
る
。

②
床
に
座
る
生
活
か
ら
椅
子
に
座

る
生
活
へ
と
動
作
が
変
る
。

③
幅
が
狭
く
、
動
き
に
制
約
が
あ

る
。

④
落
ち
る
不
安
が
あ
る
。

月みんなの3 べ
ツ
ト
を
選
出
ポ
イ
ン
ト

【寝
心
地
】

寝
心
地
が
よ
く

座

っ
た
り

ベ
ッ
ト
か
ら
精
子
な
ど
へ

の
移
動

動
作
に
も
適
し
た
硬
さ
の
マ
ッ
ト

レ
ス
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
ベ
ッ
ト
上
で
の
動
作
】

寝
返
り

・
寝
返
り
し
や
す
い
ベ

ッ
ト
幅
や

柵
の
位
也
を
確
認
す
る
。

起
き
上
が
り

・
柔
ら
か
い
マ
Y
ト
レ
ス
は
起
き

上
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

姿
勢
を
保
つ

・
ベ
ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
腰

掛
け
る
時
、
騒
が
つ
く
高
さ
に

調
節
し
ま
す
。
ま
た
、
支
え
が

必
要
な
時
は
、
移
乗
バ

l
を
使

い
ま
す
。

・
背
上
げ

・
膝
上
げ
連
動
ベ

ッ
ト

は
、
ベ

ッ
ト
か
ら
足
を
下
ろ
し

て
座
れ
な
く
な
り
ま
す
。
背
上

げ
機
構
の
み
か
、
背
上
げ
と
膝

上
げ
が
独
立
し
て
行
え
る
も
の

に
し
ま
す
。

ベ
ッ
ト
か
ら
の
移
動

-
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
配
置
や

座
面
の
高
さ
、
車
椅
子
を
つ
け

る
位
置
な
ど
が
大
切
に
な
り
ま

3月19日{月)

• • 
結合福祉施設内保睡センター

Ii:合福祉施設内保瞳セノター

す
。
片
麻
痩
が
あ
る
場
合
は
動

作
し
や
す
い
側
へ
の
用
具
の
配

置
が
必
要
で
す
。

【生
活
行
為
】

ト
イ
レ

・
食
事
・
体
を
拭
く
等

の
行
為
は
本
来
ベ
ッ

ト
上
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
行
う
こ

と
が
理
想
で
す
。
ベ
ッ
ト
上
で
こ

れ
ら
の
動
作
を
行
う
時
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
動
作
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢

が
適
切
か
を
判
断
し
ま
す
。

ベ
ッ
ト
を
選
択
し
た
場
合
、
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
動
作
で
移
動

す
る
か
、
安
全
に
生
活
動
作
を
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
周
辺
機
器

が
必
要
か
、
人
に
よ

り
様
々
で

す
。在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

個
々
に
適
し
た
用
品
の
紹
介

・
制

度
の
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ

・
連
絡
先
》

今
金
町
在
宅
介
諮
支
緩
セ
ン
タ
ー

8
2
1
2
7
8
0
 

お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

定

*無医地区jg回診出 (耳鼻科ー l阻碍)畳憶の方へ
.豊島に際しては 『予約申込Jが必要です.必ず随雌づくり臨までご連絡下さい.

・畳自主申し込み予約 健康保険証 老人医時受給苦柾 (70才以上町方)をお忘れになりますと 八主総合副院の事務がスム ズに避ぱなくなり
ますので、ご協力をお願い申しあげます.

.無医地区巡回話相は病院の治昨世と同じです.

.病院の都合により日時の$.:!l!もありえますので 阿世埠で再l主確認闘います.
〈予約申し込み 問い合わせ先〉
総合福祉施設としぺつ 保槌福祉課健闘づくり係

501龍合福祉施設内保値センター

龍合福祉施設内保瞳セノター

3月28日{水)114: 20-11¥: 50 

3月13日(火111'1: 20-11 

10: 00-

生後 1 ;'~6 ' 7 ヶ 月児

生後4.7.10. 12ヶ月児

すくすく子育てダイヤル

i歳6ヶ月児他康惨査

乳児槌診

未定

ポリオ予防接組(個別m
~Æになりましたので各病
医院で接種して下さい.1

あなたのご意見をお聞かせください

環境保全推進委員を募集• • 
上旬に応募者全員にお知らせします。

応募用紙は 《役場商工観光課》にあります。

応募される方は、応募用紙に必要事項をこ'記入の上、

北海道環境生活部環療室環境政策課あてに郵便かフ ァ

ックスで送付してください。

応募期限は、 平成13年4月9日(月)必活。

また、 Eメールによる応募も可能です(詳細は下記

の環境政策縦ホームページをこ'覧下さい。)

お問い合わせ先

北海道環境生活部環境室環噴政策謀

干060-8588 札幌市中央区北 3条西6丁目

TEL 011-231-4111 (内線24-211)
FAX 011-232-1793 

環境生活課ホームページ

(h llp: //..~ prcf. hoklくai clo. j p/ksc j ka (u/ks-I、kssk/
sindex. hlm) 
では、環境保全推進委員制度運営要綱など、より詳し

い情報をご覧になれます。

各支庁で10名以内

北海道では、平成13年度に改選される潔境保全推進

委員を募集しています。

道が、環lJl行政を推進するために行う各種調査(意

向調査など)に際して、ご意見を舵示していただくほ

か、道の環境行政に対して日ごろから思っているご意

見などを随時、道に提出していただきます。

また、 支庁ごとに開催する、意見情報交換会や施設

見学会などに出席していただきます。

-次の①から④のいずれにも当てはまる方であれば、

どなたでも応募できます。

①公務員以外の方

②北海道内の市町村に現に居住している方

③応募時点で2期連続して環境保全推進委員に委嘱

されていない方

④118和58年4月 1日以前に生まれた方

.任期は平成13年度から 2年間です.

・厳正な選考を行い、選考結果につきましては、

(14) 

5月

「コレ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

程
良
<
保
つ
食
べ
万
」

血
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、

少
な
す
ぎ
て
も
多
す
ぎ
て
も
良
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
値
の
高
い
方
は

下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
食

生
活
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
つ

よ
く

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多

い
食
品
は
控
な
け
れ
ば
な
ら
な

い」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
食
品
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

量
と
、
そ
れ
を
食
べ
た
時
の
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
が
り
方

は
、
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
食

品
中
に
含
ま
れ
る

『あ
ぶ
ら
の
種

類
』
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
す
。

あ
ぷ
ら
に
は
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
を
上
げ
る
も
の
と
下
げ
る

も
の
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
上

げ
る
あ
ぷ
ら
を
多
く
含
む
食
品

は
、
肉
の
脂
身

・
鶏
肉
の
皮

・
バ

タ
ー
や
生
ク
リ
ー
ム
等
の
乳
脂
肪

分

・
卵
黄

・
即
席
め
ん
の
油

・
コ

ー
ヒ
ー
用
ク
リ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。

82-2780 

逆
に
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

を
下
げ
る
あ
ぷ
ら
を
多
く
含
む
食

品
は
、
植
物
油

・
魚

・
大
豆

・
大

豆
製
品
で
す
。

あ
ま
り
関
係
の
無
い
食
品
は
魚

卵
、
内
臓
、
い
か
・
た
こ
・
え
び
・

貝
類
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
す
。
具
体

的
な
食
べ
方
と
し
て
は
、
肉
は
脂

身
を
除
く
、
卵
は
1
日
お
き
に
す

る
、
乳
製
品
は
低
脂
肪
の
も
の
を

選
ぶ
等
の
工
夫
が
必
要
で
す
が
魚

や
大
豆
製
品
等
は
む
し
ろ
積
極
的

に
と
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
魚
卵

や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
等
は
普
通
の
量
で

あ
れ
ば
特
に
控
え
る
必
要
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
方

は
下
が
る
の
に
あ
る
程
度
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
根
気
強
く
取
り
組

ん
で
み
て
下
さ
い
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)
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~~畿のアイドル
楓ちゃん

運転免許証
更新時講習のご案内

砂宮越

(平成10年10月10日生まれ)

南町宮越勇治さん紀子さんの長女

【親から】

産まれてすぐから看護婦さんに 「ダン

ナさんの子供にi間進いないですネ。」と

言われるくらいパパにそっくりな"倒

は「アンパンマンとパイキンマン」が大

好きです。 @ 

4市村

-優良識習 (30分講習)

. 3月 8日、 22日(午後 l時)

北檎山町農村改善センター

. 3月 15日(午後 u寺)

今金町民センタ

・一般講習(2時間)

. 3月 8日(午後 2時)

北槍山町農村改善センター

るい

瑠意ちゃん

(平成10年10月23日生まれ)

寒昇市村忠文さん、和江さんの長男
【親方、ら】

からだは超Big だけど人と争うの

が苦手でマイベースなポクと仲良くして

ください。

おんぶがだーい好き 1お母さんはおも

たいって言うけれど「やっ¥;[りおんぶが

一番・・・ ダ、ノ !J 

今金町の交通事故発生状況
平成13年 1月 1日-12月31日

， 

l月末計

2件

。名

3名

1月発生

2件

。名

3名

発生件数

死者数

傷者数

※ss運動(スピードダウン ・シ トベルト活用)

で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼロ 日数 119日
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隆

光

手口

辰

1月16日(保護者

i月18日(保護者

l月25日(保護者

1月27日(保護者

。g。令。b

口

数男
女

帯

人

世

山本

塀内

休日当番医
3月4日今金町国保病院(今金)

11日 道南ロイヤル病院(北槍山)

18日楢崎医院(瀬棚)

20日今金町国保病院(今金)

25日 道南ロイヤル病院(北袷山)

(4月分については予定です)

4月 1日 北槍山町国保病院(北槍山)

8日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

15日今金町国保病院(今金)

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

主=> ※診療時間

t~~~~~l 午前10時から正午まで

午後 I時から 3時まで

32-0221 

34 -5011 

37-3021 

32-0221 

34-5011 

34 -5321 

37-2470 

32-0221 

ご了承下さい.

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

乙

之)中豊田

昇

美香さん(田代)

平)寒

正

l易2月3日(保護者

鈴木

大口

(末広町)

(鈴岡第二)

77歳

78歳

1月21日

2月10日

平さん

子さん

惣、

文

回

本山

小児科外来の診療時間変更のお知らせ
小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの

診療となっておりますが、次の期日については、診

療開始時間が午後 2時以降に変更となりますのでお

知らせいたします。

【小児科外来時間変更日】

3月 5日(月)

12日(月)

(今金町国保病院)

制
②
0
1
1
1
番

2月 14日受付分まで

※下段の表見出
「・目的別歳出決算と構成状況I中の「歳出」は 「歳入」の誤り
でした。
訂正してお詫びいたします。

訂正とお詫び
2月号広報の 3ベージに掲載しました、決算の概要の中
で次の箇所が誤っておりました。
※上段の表r.目的別歳出決算と構成状況」
科目 平成1¥年度

衛生資 自億¥.829万円
8佑1， 829万円

の内訳

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

〕6
 

1
 

〔

http :f/www.hakoclate.or.jp/i m<l kane/ 

(正)
(誤)

今イiそIIIIホームページ


